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N.本年度の研究業績
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VI.研 究 報 告(日本語、又は英語で書いて下さい。 2，000宇程度で記載して下さい。)

日オ同連 Aロ由醇当金Iー却会審

容株安単医単部宿直堂教室耕犀茸一教樗筈が人蝿踊より伶離し以後21年間継代培養されてきた抗

酸蘭M_HI-7S (HI-75)手用い‘教樫の指導のも止に一作年来動物実験を行ってきた。これは抗酸菌

感染による末梢神経病変はハンセン病に特有とされされ、しかもらい菌は培養出来ない菌とされてい

る事の正誤を明らかにせんがためである。つまりらい菌は培養不可能の菌とされているので培養され

た抗酸菌によってらい菌によるものと同様の病変が起こせればすなわち唯一らい菌のみが神経病変を

起こす抗酸菌であるとする定説、あるいはHI-75とらい菌が無関係とする報告のいずれかに修正をせ

まるものだからである。従ってヌードマウスに接種された今回用いた菌と閉じHト75の末梢神経での

増殖と神経炎発症に関する佐々木等の報告はらい菌による病変の理解の上で重大な意義を有するもの

であるが以後顧みられる事に乏しかったため今回その重大性を鑑み追試とその実験方法の改良を試み

たわけである。つまりSkinsnes、Matsuo等によりらい腫から分離され、らい菌として報告され、

Stanford等によりM.scrofulaceum(MS)とされた抗酸菌Hト75が上記佐々木の報告以後10年を経

現在も神経病変を起こす能力を有する事を確認し、よ記の問題点について今磁積討すべき宇段の改良
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Vll.指導教官の意見

海米提君は1994年4月以後杏林大学医学部病理学教室にて研究生として業務や研究を体験して来

ましたが、その中で興味を示したのは前記の実験と研究に関するものでした。彼が体験した研究とは

我々の教室で培養を続けている抗酸菌Hト75を用いるものでこの実験的末梢神経病変はらい菌のみで

しか起こせないとされていた病変を培養された抗酸菌によっておこしたものでハンセン病の病因理解

の上で極めて重要な研究と言えます。彼の故郷ウイグル自治区はいまだにハンセン病患者が少なくは

ないところでありますから、彼の研究は故郷でも続行が可能と考えています。彼は人格、研究心、と

もに優れた一面をもっ人物であることは勿論、既に卒業校において10年間実験病理学の研究と教育

の実績を持っておりますのでこの研究をもとにして学位を取得し帰国後昇進の道が聞かれるならば必

ず母国における有為の人材の育成に寄与すると確信しています倦う
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